
月

日
、
文
化
庁
が
薦
め
る

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

11

17

「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合

今
年
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
生
誕

事
業
」
巡
回
公
演
が
八
俣
小
学
校
体

二
百
五
十
年
の
年
、
文
化
協
会

育
館
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
大
槻
能

で
は
、
合
併
十
周
年
記
念
事
業

楽
堂
に
よ
る
公
演
・
能
「
舎
利
」
が

と
し
て
、
本
年
十
二
月
に
「
第

演
じ
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
発
祥
し
た

九
合
唱
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

能
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
演
じ
ら

催
す
る
予
定
で
し
た
。
そ
し
て

れ
る
能
を
本
格
的
な
舞
台
上
で
体
感

希
望
者
は
先
生
を
お
迎
え
し
て

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
そ
れ
が

演
目
は
「
舎
利
」
、
足
疾
鬼
と
い

コ
ロ
ナ
禍
で
再
来
年
に
延
期
に
な
っ
て
し

う
鬼
が
牙
舎
利
を
奪
い
に
く
る
。
そ

ま
い
ま
し
た
。
加
え
て
文
化
祭
、
コ
ス
モ

れ
を
取
り
戻
さ
ん
と
お
寺
の
守
護
神

ス
音
楽
祭
も
中
止
に
な
り
イ
ベ
ン
ト
は
皆

韋
駄
天
が
空
中
戦
を
繰
り
広
げ
た
末

潰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

に
、
宝
棒
で
大
地
に
待
ち
伏
せ
て
頭

そ
ん
な
暗
い
毎
日
の
中
、
私
に
は
頭
の

を
踏
み
つ
け
取
り
上
げ
る
と
い
う
ス

中
に
黒
い
影
が
も
う
一
つ
潜
ん
で
お
り
ま

ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。

す
。
「
運
転
免
許
」
で
す
。
運
転
免
許
証

月

日
、
古
河
市
行
政
自
治
会

よ
り
、
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義

韋
駄
天
と
足
疾
鬼
の
空
中
戦
は
現

は
本
年
更
新
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の

10

17

で
は
、
「
令
和

年

月
豪
雨
災
害

援
金
は
、
左
記
の
通
り
と
な
り
ま
し

在
大
ヒ
ッ
ト
中
の
「
鬼
滅
の
刃
」
と

運
転
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

2

7

義
援
金
」
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
茨

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

頭
の
中
で
重
複
し
、
児
童
に
は
解
り

報
道
で
交
通
事
故
の
当
事
者
が
高
齢
だ

城
県
支
部
を
通
し
て
四
百
七
十
六
万

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
令
和

年

や
す
く
伝
わ
っ
た
様
で
あ
っ
た
。

と
胸
が
痛
み
ま
す
。
そ
し
て
娘
に
は
「
年

2

円
余
り
を
被
災
地
に
送
っ
た
。

月

日
に
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県

生
で
観
る
能
舞
台
の
迫
力
に
児
童

齢
を
認
識
し
な
さ
い
」
と
常
に
言
わ
れ
て

10

12

支
部
へ
お
振
り
込
み
い
た
し
ま
し
た

も
ビ
ッ
ク
リ
！
。
鑑
賞
後
に
児
童
に

お
り
ま
す
。

令
和

年

月
豪
雨
災
害

こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

感
想
を
聞
く
と
、
以
外
や
「
面
白
か

「
運
転
は
心
の
糧
な
り
そ
の
心

2

7
義
援
金
の
報
告
と
御
礼

を
通
じ
、
各
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま

っ
た
」
と
即
答
し
て
く
れ
た
。

子
供
は
愁
い

い
か
に
せ
ん
と
や
」

す
。

貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
様
な
心
境
で
す
。

古
河
市
行
政
自
治
会

皆
様
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
心
か

運
転
す
る
と
き
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と

ら
感
謝
す
る
と
共
に
、
ご
理
解
と
ご

り
価
格
が
下
落
し
て
い
る
た
め
、
売
り

両
肩
に
子
供
達
の
視
線
が
重
く
の
し
か
か

秋
寒
の
候
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清

協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

上
げ
金
は
伸
び
ず
、
今
回
は

万

千

り
ま
す
。

8

3

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

百

拾
円
で
あ
っ
た
。

免
許
証
返
納
に
よ
り
、
認
知
症
の
確
率

2

2

日
頃
よ
り
、
古
河
市
行
政
自
治
会
の

記

区
長
会
で
は

月

日
、
八
俣
小
学
校

も
高
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
社
会
に
繋

11

17

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る

に
売
上
金

万

千
円
を
寄
付
し
た
。

が
る
何
か
が
な
い
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

8

3

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

令
和

年

月
豪
雨
災
害
義
援
金

月

日
、
定
例
の

地
区
区
長

(

写
真
左)

で
も
、
こ
ん
な
日
常
で
し
た
が
・
・

2

7

11

1

19

ま
す
。

会
主
催
の
廃
品
回
収
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
校
長
先
生
が
不
在

心
に
光
が
さ
し
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和

年

月

日
付
、

合
計

今
回
は
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
で
も
積
み

の
た
め
、
校
長
室
で
教
頭
先
生
に
手
渡

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
八
俣

2

8

13

「
令
和

年

月
豪
雨
災
害
義
援

四
百
七
十
六
万
一
千
四
百
二
十
九
円

き
れ
な
い
量
が
集
め
ら
れ
、
回
収
業

さ
れ
た
。

送
信
所
に
沿
っ
た
道
路
に
銀
杏
並
木
が
あ

2

7

金
」
の
募
集
に
つ
い
て
、
自
治
会
長

者
も
慌
て
て
ト
ラ
ッ
ク
を
追
加
手
配

「
児
童
の
為
に
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き

り
ま
す
。
銀
杏
が
黄
に
色
づ
き
、
そ
の
道

及
び
行
政
区
長
の
皆
様
の
ご
協
力
に

(

百
六
十
一
自
治
会
・
行
政
区)

し
た
。
写
真
左

ま
す
」
と
教
頭
先
生
。

を
通
る
時
、
そ
の
光
に
は
幸
せ
が
い
っ
ぱ

各
、
行
政
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

い
溢
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

嬉
し
い
悲
鳴
で
あ
っ
た
が
、
買
い
取

し
た
。

「
日
を
追
う
て
黄
を
重
ね
ゆ
く
銀
杏
の
木

日
々
通
る
道

旅
し
た
気
分
」

こ
ん
な
歌
が
詠
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
旅
も
出
来
ず
、
我
々
は
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
程
遠
く
、
身
近

に
あ
る
自
然
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

そ
し
て
自
宅
で
は
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る

「
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
」
に
あ
わ
せ
唄
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
筋
肉
体
操

を
し
て
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
去
り
、
笑
顔

写
真
上
は
、
区
長
会

を
取
り
戻
し
、
大
声
で
み
ん
な
が
語
り
合

か
ら
の
廃
品
回
収
収

え
る
日
を
夢
見
な
が
ら
・･

益
金
を
基
に
買
い
入

ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

れ
ら
れ
た
エ
ン
ジ
ン

中
島

公
也

付
芝
刈
り
機
。

校
庭
の
芝
刈
り
に

大
活
躍
し
て
い
る
。

月

日
撮
影

9

26
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

今年も凜と開いた皇帝ダリア
11月15日、晩秋の八俣に「皇帝ダリア」が薄紫の大輪

の花を開いていた。沼影行政区の初見幸男さん宅では、
7年程前に植えた「皇帝ダリア」が冬の訪れを告げるか
のように大きな花を開き始めた。今年は強風で茎が斜
めに倒れたが、それでもいっぱいの蕾みから開花が始
まった。これから初霜までの短い期間ではあるが晩秋
の枯れた景色の中に他の花々を見下ろす様に咲く様
が圧巻である
ダリア属の植物は、メキシコから中米に27種が分布

しており「皇帝ダリア」はその中でも特に茎が太くなり
草丈が高くなります。 原産地・メキシコ、中米 形態・
多年草 開花期 11月下旬～12月上旬

2020年 11月 25日

義
援
金
四
百
七
十
六
万

円
余
を
豪
雨
被
災
地
に

廃
品
回
収
、
八
万
三
千

円
を
八
俣
小
に
寄
付

第
十
九
地
区
区
長
会

能
の
舞
台
や
衣
装
・

面
な
ど
本
物
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
、
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た

クリーンアイ



月

日(

土

)

三
和
農
村
環
境
改
善
セ

11

14

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
令
和

年
度
古
河
わ
く

2

わ
く
舞
踊
教
室
の
発
表
会
が
開
か
れ
た
。

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校

年
生
ま
で
の
子

6

ど
も
達

人
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
本
の
伝

30

統
文
化
で
あ
る
日
本
舞
踊
を
通
し
て
礼
儀
作

法
や
和
服
の
着
こ
な
し
を
含
め
舞
踊
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
感
で
き
た
一
年
間
で
あ
っ
た
。

国
の
文
化
庁
か
ら
伝
統
文
化
親
子
教
室
の

認
定
を
受
け
て
い
る
同
教
室
。
当
日
は
子
ど

も
達
の
輝
く
瞳
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
当
日
は
各
家
庭
一

名
の
み
の
参
加
と
な
り
、
三
密
を
避
け
て
の

発
表
会
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
日
頃
の
修

練
を
存
分
に
発
揮
し
て
素
晴
ら
し
い
舞
踊
を

披
露
し
て
く
れ
た
。
発
表
会
に
は
、
針
谷
古

河
市
長
や
地
元
市
議
も
応
援
に
駆
け
つ
け
生

徒
達
の
素
晴
ら
し
い
踊
り
に
エ
ー
ル
を
送
る

と
共
に
、
伝
統
文
化
の
継
承
の
重
要
性
を
再

確
認
し
て
い
た
。

一
日
も
早
く
マ
ス
ク
な
し
の
発
表
会
が
行

え
る
よ
う
祈
る
一
時
で
あ
っ
た
。

令
和

年
度
古
河
市
「新
春
の
集
い
」

3

月

日
、
中
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

中
止
に
つ
い
て
の
通
知

11

15

公
園
で
、

月

日
の
二
十
三
夜
尊

古
河
市
長

針
谷

力

11

23

祭
礼
に
向
け
て
、
行
政
区
の
役
員
さ

ん
、
班
長
さ
ん
他
が
集
ま
り
幟
り
を

晩
秋
の
候
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄

建
て
た
り
、
公
園
内
の
樹
木
の
剪
定

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

落
ち
葉
の
掃
除
な
ど
を
行
っ
た
。

さ
て
、
令
和

年

月
に
開
催
を

3

1

例
年
、
有
志
の
み
で
行
っ
て
い
た

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
令
和

年
3

が
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
み
ん
な

古
河
市
新
春
の
集
い
」
に
つ
き
ま
し

が
集
ま
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

こ
と
か
ら
、
班
長
さ
ん
な
ど
に
も
お

症
の
終
息
の
見
通
し
も
立
た
ず
、

手
伝
い
を
お
願
い
し
大
勢
で
清
掃
作

感
染
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

業
を
行
っ
た
と
い
う
。

か
ら
、
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
、
中
止

マ
ス
ク
姿
で
三
密
を
避
け
て
の
作

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

業
は
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
で
あ

誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

っ
た
が
、
次
第
に
み
ん
な
で
笑
顔
で

ご
来
場
の
皆
様
の
安
心
安
全
を
最
優

作
業
す
る
楽
し
さ
に
変
わ
っ
て
い
っ

先
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
の
で
、

た
。
中
里
行
政
区
は
造
園
や
種
苗
園

何
卒
ご
理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

を
業
と
す
る
人
達
が
多
い
の
で
樹
木

い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
剪
定
は
お
手
の
物
で
用
具
や
機
械

な
お
、
同
、
集
い
に
併
せ
て
実
施

も
あ
っ
と
い
う
間
に
揃
い
。
日
頃
の

し
て
お
り
ま
し
た
市
政
功
労
者
及
び

腕
前
を
発
揮
し
て
の
作
業
は
短
時
間

寄
付
者
へ
の
表
彰
式
に
つ
き
ま
し
て

で
終
了
と
な
っ
た
。

月

日
の
祭

は
、
該
当
さ
れ
る
方
の
み
ご
案
内
す

11

23

礼
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
言
う
こ
と
で

る
形
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

今
年
は
役
員
さ
ん
の
み
の
参
拝
と
の

と
し
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

こ
と
で
あ
る
。

写
真
下

第 285号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽2020年 11月25日

コ
ロ
ナ
に
負
け
じ
と
古
河
わ
く

わ
く
舞
踊
教
室
発
表
会

黄金の絨毯を敷き
詰めた銀杏並木
KDDI八俣送信所の銀杏並木
が去りゆく秋の一日、正に黄
金色に輝いていた。特に正門
脇の大きな銀杏は「どうだ参
ったか」と言わんばかりの迫
力で迫ってくる。

11月15日撮影

二
十
三
夜
尊
の
祭
礼
に
向
け
て

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
大
掃
除

中
里
行
政
区

古
河
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

その火事を 防ぐあなたに 金メダル
令和2年全国火災予防運動 防火標語 年末・年始の火災予防を！

八俣ふきの芽会 自主防災研究会

通学中の児童の安全を最優先に！
米倉行政区内の歩道が設置されていない県道で八俣小学校に通学中

の児童が、車と接触しケガを負うという交通事故が発生しました。歩道

のない通学路での通学児童の安全確保が急務となっています。 車を

運転する皆さんのより一層の気配りや安全運転が求められています。

みんなで子供達を護りましょう

八俣ふきの芽会 みんなで八俣を護り隊

【子供・女性対象の犯罪、声かけ、不審者情報】
◆１１月１７日午後４時ころ、古河市下大野２９６５番地付近路上で女子児

童への声掛け事案が発生しました。

◆男は女子児童に対しおばあちゃんが待っている 一緒に行こうと

声を掛けてきました。

不審者などを見かけたら 古河警察署 0280-30-0110 へ

文化芸術による子供育成総合事業

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


